
 
 
 

   

 

  

 

～ はじめに ～ 

 日毎に寒くなってきましたが、クリーンパートナー会員の皆さんは、いかがお過ごしでしょう

か？ 

「くるめクリーンパートナー」制度は、今年で６年目を迎えます。皆さんのご協力により活動

団体は年々増えて、平成１９年７月で、登録者数が１万人を突破しました。今後もクリーン

パートナーの制度をより周知し、市民・事業者の皆さんと行政が一体となった環境美化活

動の推進に努めていきます。 

皆さんの活動報告書を拝見しますと、寒い時期にはどうしても活動回数が減っています

が、クリーンパートナーは「好きな時に、好きな場所を、好きなだけ」をモットーにしていますの

で、無理をせず、お体に気を付けて活動してください。 

今回のニュースレターでは、登録団体の活動紹介と１１月１０日に行われた「環境美化

啓発キャンペーン」の様子と結果を報告します。 

 

 

 
 

☆☆☆ 皆さんの活動を紹介します！ ☆☆☆ 
企業で登録・活動されている２つの団体を取材しましたので、皆さんにご紹介します。な

お、「私たちの活動も紹介してほしい」という団体・個人の方は、事務局まで連絡してくださ

い。
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平成１９年１０月末現在のクリーンパートナー登録状況  
 ・団体・個人      ２８３件  
 ・登録者数    １０，５５５人  



 
 

合川町にある久留米合川郵便局で

は、毎週初めに１回、就業前の３０分

間程度、局前の高良川右岸と国道３２

２号線を局員４、５人で清掃活動を行

っています。 

クリーンパートナー制度が始まった

平成１４年から現在まで、継続的に活

動していて、高良川堤防を散歩する人

から「いつもごくろうさまです」との

声をかけられるなど、日頃の活動の様

子が周囲に伝わり、ごみを捨てさせな

い環境づくりができていると感じています。 

しかし、たばこの吸い殻については、なかなか減らないというのが実感で、「こ

れからも環境美化のため、頑張ります」と力強く話してくれました。 

 

 

 
 

 合川町にある株式会社筑邦銀行システム部では、毎月第３水曜日の始業前の３

０分間程度、合川パークビル周辺の高良川左岸と周辺道路を約１５人で清掃して

います。 

活動場所が合川小学校の通学路や市

民の散歩のコースとあって、活動中

「おはようございます」、「おつかれさ

まです」等の声が飛び交っていました。 

ポイ捨てごみは、だんだん減ってい

て、以前より活動が早く終わるように

なりました。また、以前は多くて困っ 

ていたペットのフンも最近は少なく

なりました。クリーンパートナーの活

動で、道路がきれいになり、飼い主の   

               マナーが良くなった結果ではないでしょうか。 

合川郵便局の皆さん 

集めたごみを分別しています  



☆☆☆ 環境美化啓発キャンペーン を開催！！☆☆☆ 
去る 11 月 10 日土曜日に、西鉄久

留米駅東口交通広場で、「環境美化啓

発キャンペーン」を行いました。 

 当日は、環境美化ボランティア「く

るめクリーンパートナー」登録者を

始め、「久留米市環境共生都市づくり

協定」締結事業所など、312 人の参

加がありました。 

セレモニーでは、クリーンパート

ナー1 万人目の登録者となった青峰

小学校の児童に記念品を贈呈したあ

と、同児童が日頃の環境美化活動の

発表を行いました。 

 セレモニー終了後、明治通りや池町川沿いなどを 5 コースに分かれてポイ捨て

ごみの収集を行い、ゴール地点の東町公園で、ごみの種類ごとに集計を行いまし

た。 

 集まったごみで一番多かったのは、

タバコの吸殻の 4,696 本で、その他

は、空きカン 182 個、ペットボトル

66 本、空きビン 56 本、新聞雑誌な

どの紙類 276 個、その他の燃やせる

ごみ 1,105 個、その他の燃やせない

ごみ 207 個でした。 

本市では、本年 6 月に「久留米市

環境美化促進条例」を改正し、新た

に歩きタバコを自粛する規定を設け

ましたが、昭和通りで 1,473 本、広

又通りで 1,165 本、明治通りで 911

本のタバコのポイ捨てが行われてい

て、喫煙者へのさらなる啓発の必要性

が確認されました。 

 その他、「ガムの吐き捨てがこびりついて汚い」、「放置自転車のかごの中や、

一番街の空き店舗の前、植え込みの中などにごみが多い」との声が聞かれました。 

 参加者からは「一人ひとりのマナーやモラルをもっと大切にしてほしい」、「普

段は気がつかないが、ポイ捨てごみがこんなに多いとは思わなかった」、「自分は

ポイ捨てしないようにしたい」などの感想が寄せられました。 

セレモニーの様子  

青峰小学校の皆さんが日頃の活動を発表  



 

 

なお、環境美化啓発キャンペーンには、２００人を超えるクリーンパートナー

の皆さんに協力していただきました。本当にありがとうございました。 
 

※市のホームページにもこの記事を掲載しています。 

http://www.city.kurume.fukuoka.jp/9074kansei/2010osirase/2007-1115-1433

-151.html 

 
 
 
 このニュースレターは、くるめクリーンパートナー事業や、環境美化活動に参

加している皆さんの情報交換や交流の場などになることをめざしています。  
 今後のニュースレターでは、皆さんの活動状況や活動に対する思いなどを紹介

していきたいと思います。  
 ご意見、ご要望、情報などをいただき、より良い紙面にしていきたいと思いま

す。ご協力をお願いします。  
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その他問い合わせ先  
久留米市田主丸総合支所環境課  TEL：0943-72-2114（直通） 

北野総合支所環境課   TEL：0942-78-3052（直通） 

城島総合支所環境課    TEL：0942-62-2114（直通） 

三潴総合支所環境課   TEL：0942-64-2314（直通）  

 

ごみの種類ごとに集計しました  側溝のごみを拾う参加者  


